
（１）意向調査の事前準備

●：該当　〇：一部該当
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松 山 市 ● ● ○ ● ● ● ○ ●

伊 予 市 ● ● ○ ● ● ● ● ●

東 温 市 ● ● ○ ● ● ● ● ●

砥 部 町 ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

▸ ポイント

・市町担当者と一般社団法人中予森林管理推進センターが協力連携し、森林GISを用いて意向調査の対象森林を抽出。

　抽出したデータ（森林簿）と林地台帳のデータを自動でリンクする機能を持ったシステムを活用し、対象となる森林及び所有者の情報を整理。

・意向調査の対象は、「私有林人工林（個人所有、個人共有等）」「過去10年間施業履歴無し」「森林経営委託契約書（森づくり協定書）等の契約がない」森林。

・現時点では、10年～15年かけて市町内を一巡する計画としている。

・年間の意向調査面積は、私有林人工林面積から森林経営計画樹立面積を差し引いた面積から、市町内を一巡する年数（10年または15年）で割った面積を目安としている。

（２）意向調査の実施方法

●：該当　〇：一部該当
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松 山 市 ● ● ● ● ○

伊 予 市 ● ● ● ○

東 温 市 ● ● ● ○

砥 部 町 ● ● ○

▸ ポイント

・意向調査の発送から集計までの業務を一般社団法人中予森林管理推進センターへ委託している。

・担当課のHPにおいて、意向調査の対象地区及び時期等を周知。

・松山市は意向調査の発送前に対象大字ごとに地域説明会を開催。東温市は開催予定だったが、新型コロナ感染拡大防止の観点から開催を中止した。

（３）集積計画・配分計画

●：該当　〇：一部該当

現地踏査 立木調査 境界確認 境界測量 委託 個別訪問 説明会等 委託
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松 山 市 ● ● ○ ○ ● ● ● 10年 ●

伊 予 市 ● ● ● ● ● 10年 ●

東 温 市 ● ● ● ● ● 10年 ●

砥 部 町 ● ● ● ● ● ● ● 10年 ●

▸ ポイント

・基本的には市町管理（切捨間伐）の対象となる森林のみを取り扱う。

・現地調査は森林組合へ業務委託している。

・同意の取り付けは、対象者が中予管内であれば戸別訪問し、遠方の所有者には書類を郵送した後、電話にて詳細を説明する。

・砥部町は経営管理権の設定後、森林組合が間伐する範囲を設定し、地元の小規模林業事業体へ事業発注する。
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